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運用報告書（全体版） 

日本株セレクト･オープン“日本新世紀” 

日本株スタイル・ミックス・ファンド 

 

 
 

第41期（決算日：2020年６月10日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「日本株スタイル・ミックス・ファ

ンド」は、去る６月10日に第41期の決算を行いまし

た。ここに謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2024年12月10日まで（2000年３月31日設定） 

運 用 方 針 

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）をベンチマークと
し、中長期的に同指数を上回る投資成果をめざ

して運用を行います。投資スタイル毎の組入比
率は定量・定性分析をベースに決定することを
基本とします。株式の実質組入比率は、原則とし

て高位を維持します。 

主要運用対象 

日 本 株 

スタイル・ 
ミックス・ 
フ ァ ン ド 

日本株バリュー・ファンド・マザー

ファンド受益証券、日本株グロー
ス・ファンド・マザーファンド受益
証券および日本・小型株・ファンド・

マザーファンド受益証券を主要投
資対象とします。このほか、当ファ
ンドで直接投資することがあります。 

日本株グロース・ 
フ ァ ン ド ・ 
マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とし

ます。 

日本株バリュー・ 
フ ァ ン ド ・ 

マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とし
ます。 

日本・小型株・ 
フ ァ ン ド ・ 

マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とし
ます。 

主な組入制限 

日 本 株 

スタイル・ 
ミックス・ 
フ ァ ン ド 

株式への実質投資割合に制限を設
けません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

日本株グロース・ 
フ ァ ン ド ・ 
マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設けま
せん。 
外貨建資産への投資は行いません。 

日本株バリュー・ 
フ ァ ン ド ・ 

マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設けま
せん。 

外貨建資産への投資は行いません。 

日本・小型株・ 
フ ァ ン ド ・ 

マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設けま
せん。 

外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価

益を含みます。）等の全額を分配対象額とし、分
配金額は、基準価額水準、市況動向等を勘案して
委託会社が決定します。ただし、分配対象収益が

少額の場合には分配を行わないことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（ＴＯＰＩＸ） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

37期(2018年６月11日) 11,807 0 △ 0.6 1,786.84 △ 1.5 97.6 － 1,288 

38期(2018年12月10日) 10,045 0 △14.9 1,589.81 △11.0 98.6 － 1,078 

39期(2019年６月10日) 9,984 0 △ 0.6 1,552.94 △ 2.3 97.5 － 872 

40期(2019年12月10日) 10,511 600 11.3 1,720.77 10.8 98.4 － 891 

41期(2020年６月10日) 10,095 0 △ 4.0 1,624.71 △ 5.6 93.6 － 859 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）とは、東京証券取引所第一部に上場する内国普通株式全銘柄を対象として算出した指数で、わが国の株式

市場全体の値動きを表す代表的な株価指数です。ＴＯＰＩＸに関する知的財産権その他一切の権利は東京証券取引所に帰属します。東

京証券取引所は、ＴＯＰＩＸの指数値及びそこに含まれるデータの正確性、完全性を保証するものではありません。東京証券取引所は、

ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の方法の変更、ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の停止またはＴＯＰＩＸの商標の変更もしくは使用の停

止を行う権利を有しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
    

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 （ＴＯＰＩＸ） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2019年12月10日 10,511 － 1,720.77 － 98.4 － 

12月末 10,643 1.3 1,721.36 0.0 97.8 － 

2020年１月末 10,289 △ 2.1 1,684.44 △ 2.1 98.3 － 

２月末 9,251 △12.0 1,510.87 △12.2 98.1 － 

３月末 8,454 △19.6 1,403.04 △18.5 95.4 － 

４月末 9,022 △14.2 1,464.03 △14.9 93.2 － 

５月末 9,712 △ 7.6 1,563.67 △ 9.1 93.5 － 

(期  末)       

2020年６月10日 10,095 △ 4.0 1,624.71 △ 5.6 93.6 － 
 

（注）騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

運用経過
第41期：2019年12月11日～2020年６月10日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）
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ベンチマーク：左目盛

純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 4 1 期 首 10,511円
第 4 1 期 末 10,095円
既払分配金 0円
騰 落 率 －4.0％

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

米中貿易交渉が第一段階の合意に至ったことなどを受けて、世界
経済悪化への過度な警戒感が後退したことなどから一時的に国内
株式市況全体が上昇したことや日本株グロース・ファンド・マ
ザーファンド受益証券（以下、グロースマザー）、日本・小型
株・ファンド・マザーファンド受益証券（以下、小型株マザー）
の上昇が基準価額の一時的な上昇要因となりました。

基準価額の主な変動要因

基準価額は期首に比べ4.0％の下落となりました。
基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－5.6％）を1.6％
上回りました。

ベンチマークとの差異

上昇要因

欧米で新型肺炎が急速に感染拡大し、世界的な景気悪化懸念を招
いたことなどから国内株式市況全体が下落したことや日本株バ
リュー・ファンド・マザーファンド受益証券（以下、バリューマ
ザー）の下落が基準価額の下落要因となりました。

下落要因

組入ファンド 騰落率 組入比率(対純資産総額）
日本株グロース・ファンド・マザーファンド 5.9％ 41.5％
日本株バリュー・ファンド・マザーファンド －12.6％ 41.7％
日本・小型株・ファンド・マザーファンド 3.8％ 12.2％

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

第41期：2019年12月11日～2020年６月10日

投資環境について

  国内株式市況
国内株式市況は下落しました。
期首から2020年２月上旬にかけては、米
中貿易交渉が第一段階の合意に至ったこ
となどを受けて、世界経済悪化への過度
な警戒感が後退した一方、新型肺炎の感
染拡大が懸念されたことなどから、国内
株式市況は一進一退の動きとなりました。

２月中旬から３月中旬にかけては、欧米
で新型肺炎が急速に感染拡大し、世界的
な景気悪化懸念を招いたことなどから、
国内株式市況は下落しました。
３月下旬から期末にかけては各国が積極
的な金融政策や財政政策を打ち出したこ
となどを背景に国内株式市況は上昇しま
した。

当該投資信託のポートフォリオについて

  日本株スタイル・ミックス・ファンド
当ファンドは、期を通じて３つのマザー
ファンドの合計組入比率を高位で維持し
ました。
スタイル（バリュー、グロース）の投資
配分は、期首からは米中貿易交渉の激化
などにより方向感が出づらい展開を想定
し、中立としていました。その後、2020
年１月下旬にバリューのオーバーウェイ
ト比率をやや引き上げる決定を行いまし
た。米中貿易交渉が第一段階の合意に
至ったことなどを受けて一定の安心感が
醸成されたことで、世界経済が回復へ向
かうと想定したためです。その後、２月
下旬以降もバリューのオーバーウェイト
比率を高める決定をしました。新型肺炎
の経済への影響は強まりつつありました

が、各国の感染封じ込め策などにより新
型肺炎が収束に向かえば経済の回復期待
が高まると考え、割安感の強まったバ
リューの巻き戻しに備えたためです。
サイズは期首からは自力成長が見込みや
すい小型銘柄が優位な展開を想定し小型
をややオーバーウェイトとしていました。
その後2020年３月下旬に小型株に対して
割安感が強まった大型株優位の展開を想
定し、大型をややオーバーウェイトとす
る決定をしました。
期末時点では、スタイルはバリューの
オーバーウェイト、サイズは大型のやや
オーバーウェイトを継続しています。
期末現在の組入比率は、 グロースマザー　
41.5％、バリューマザー　41.7％、 小型
株マザー　12.2％としています。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

（ご参考）

■組入比率の推移 （月末ベース）
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日本株グロース・ファンド・マザーファンド
日本・小型株・ファンド・マザーファンド

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド
コールその他資産 株式実質

  日本株グロース・ファンド・マザー
ファンド
個別銘柄の選別においては、収益の成長
力が市場平均と比べて高いと判断される
銘柄の中から、主力事業で優位性を持ち、
ニュービジネスに対する取り組み姿勢等
に勝る銘柄を厳選し投資を行いました。
成長シナリオの変化、定性評価の修正、
新規投資銘柄候補との相対比較等を勘案
し、組入銘柄の入れ替えを適宜行いまし
た。

組入銘柄数は概ね56～59銘柄程度で推移
させました。
企業のデジタル関連投資拡大に伴う業績
成長を期待して「日本ユニシス」などを
新規に買い付けました。一方、経済環境
の悪化に伴い業績の悪化が懸念される
「東レ」などを全株売却しました。
期首・期末時点の比較では５銘柄を新規
に買い付け、７銘柄を全株売却しました。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

  日本株バリュー・ファンド・マザー
ファンド
RUSSELL/NOMURA Large Cap Value
インデックスの銘柄群の中から割安と判
断される銘柄に厳選して投資することに
より、値上がり益の獲得をめざし、銘柄
選定を行いました。また、組入銘柄・組
入比率は、保有している不動産等の含み
損益を考慮した独自の修正株価純資産倍
率（ＰＢＲ）を基にセクター内比較等を
行い、その上で、経営陣が保有資産の価
値を最大化しようとしているかや同一業
種内における企業の優位性など定性面の
評価などを総合的に考慮して決定しまし
た。
組入銘柄数は38～40銘柄で推移させまし
た。株価水準と企業の競争力や業績の変
化などを勘案し、より割安と判断される
銘柄への入れ替えを機動的・継続的に行
いました。当期では、「三井不動産」や
「伊藤忠商事」など８銘柄を新規に組み

入れました。また、「大和ハウス工業」や
「東京建物」など７銘柄を全株売却しま
した。

  日本・小型株・ファンド・マザー
ファンド
国内小型株式のうち独自の技術やノウハ
ウを有し、中長期的な成長が見込める企
業などを中心に選別投資を行いました。
組入銘柄数は概ね85～100銘柄程度で推
移させました。目標株価への到達もしく
は接近、ファンダメンタルズの変化、新
規投資候補銘柄との相対比較等を勘案し、
適宜入れ替えを行いました。期首、期末
の比較では、クラウドＩＤ管理サービス
の「ＨＥＮＮＧＥ」やＥＣプラット
フォームを手掛ける「ＢＡＳＥ」など15
銘柄を新規に組み入れました。一方、Ｗ
ＩＦＩルーターレンタルの「ビジョン」
や情報通信システムの「沖電気工業」 な
ど26銘柄を全株売却しました。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

  日本株スタイル・ミックス・ファンド
ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－5.6％） 
を1.6％上回りました。

グロースマザー、小型株マザーはそれぞれベンチマー
クをアウトパフォームしましたが、バリューマザーは
アンダーパフォームしました。資産配分効果はスタイ
ル、サイズともにややマイナスとなりました。

  日本株グロース・ファンド・マザーファンド
プラス要因
業種配分要因： 陸運業や不動産業をベンチマークに対

してアンダーウェイトとしていたこと
がプラスに寄与しました。

銘柄選択要因： 「ソフトバンクグループ」や「エムスリー」をベンチマークに対してオー
バーウェイトとしていたことがプラスに寄与しました。

マイナス要因
業種配分要因： 金属製品や建設業をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたこと

がマイナスに影響しました。
銘柄選択要因： 「ＳＣＲＥＥＮホールディングス」や「資生堂」をベンチマークに対して

オーバーウェイトとしていたことがマイナスに影響しました。

  日本株バリュー・ファンド・マザーファンド
プラス要因
業種配分要因： 銀行業、空運業をベンチマークに対してアンダーウェイトとしていたことが

プラスに寄与しました。
銘柄選択要因： 「ＳＢＩホールディングス」、「富士通」をベンチマークに対してオーバー

ウェイトとしていたことがプラスに寄与しました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

（％）

2019/12/10 ～ 2020/６/10
－8.0

－6.0

－4.0

－2.0

0.0

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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マイナス要因
業種配分要因： 鉄鋼をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたことや情報・通信

業をベンチマークに対してアンダーウェイトとしていたことがマイナスに影
響しました。

銘柄選択要因： 「リコー」、「セイコーエプソン」をベンチマークに対してオーバーウェイト
としていたことがマイナスに影響しました。

  日本・小型株・ファンド・マザーファンド
プラス要因
業種配分要因： 情報・通信業をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたことがプ

ラスに寄与しました。
銘柄選択要因： 「レーザーテック」、「ＨＥＮＮＧＥ」をベンチマークに対してオーバーウェ

イトとしていたことがプラスに寄与しました。

マイナス要因
業種配分要因： 小売業をベンチマークに対してアンダーウェイトとしていたことがマイナス

に影響しました。
銘柄選択要因： 「ビジョン」、「カルナバイオサイエンス」をベンチマークに対してオーバー

ウェイトとしていたことがマイナスに影響しました。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第41期
2019年12月11日～2020年６月10日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 3,033

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  日本株スタイル・ミックス・ファンド
当面の株式市況は、新型肺炎の影響など
から依然として先行き不透明ではあるも
のの、各国の都市封鎖が感染拡大の収束
に合わせ段階的に緩和されつつあるなど、
年後半より徐々に経済活動が正常化に向
かうことで、中長期的には堅調な推移を
想定しています。このような見通しのも
と、スタイルは割安株の巻き戻しに備え
バリュー優位な展開を想定します。サイ
ズは小型株に対して割安感が強まった大
型株優位な展開を想定します。以上から、
当面のスタイルはバリューをオーバー
ウェイト、サイズは大型をややオーバー
ウェイトで対応します。ただし、過去に
おいてスタイル・サイズともに循環して
おり、これまでグロース優位の展開が長
らく継続していることから、バリューの
割安感は強まっていると考えています。
各国の株式、債券、為替市場の今後の展
開や株価純資産倍率（ＰＢＲ）面から割
安な金融セクター（銀行業や保険業な
ど）などの株価動向を見極めつつ、機動
的な投資判断を行う方針です。

  日本株グロース・ファンド・マザー
ファンド
マネジメント力、バリュエーション、中
長期的な成長や収益力改善のためにどの

ような施策に取り組んでいるのかなどを
精査し、強い競争力があり、中長期的な
成長期待が持てる企業を中心に銘柄選別
を行っていく方針です。
当面の株式市況は、新型肺炎による世界
経済への悪影響が長引くリスクや再び感
染拡大が起こる第二波のリスクなどが懸
念されます。しかし、徐々に経済活動は
正常化へ動き出しており、様々な国が対
策を次々と打ち出していることから次第
に問題は沈静化していくと考えます。経
済環境への悪影響は相応に想定されます
が、長期にわたる景気腰折れのシナリオ
までは考えておりません。新型肺炎問題
が収束に向かうに伴い個人や企業の活動
状況が正常化され、各国の経済対策も
徐々に効果が出てくると考えることから、
中期的に見れば再び堅調な経済環境に戻
ると想定します。引き続き、株価のバ
リュエーションなどに留意し企業調査を
通じて銘柄の厳選を継続する所存です。

  日本株バリュー・ファンド・マザー
ファンド
今後も大型・中型株式の中から、企業の
資産価値や収益力などから判断して、株
価が割安に放置されていると思われる銘
柄に厳選して投資することで、中長期的
にベンチマークを上回る投資成果をめざ

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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して運用を行います。
新型肺炎の収束に向けては未だ予断を許
さないものの、先進国では経済活動制限
の段階的解除が始まり、経済正常化に向
けて動き始めました。最悪期は脱したと
思われる一方、ワクチンや特効薬の開発
には相応の時間を要することを踏まえる
と消費マインドの急速な回復は期待し難
く、経済全体の回復ペースは緩慢なもの
になると考えられます。運用にあたって
は、比較的早期に需要回復が見込まれる
分野やコロナ禍を経て競争力の高まる企
業などを重視して銘柄選択を行う方針で
す。
こうした変化を見極め、企業の本質的な
価値から判断してより割安と判断できる
個別銘柄を選択していく方針です。

  日本・小型株・ファンド・マザー
ファンド
今後も、主としてわが国の小型株式の中
から、ボトムアップアプローチにより成
長性が高いと判断される銘柄を厳選して
投資することを基本とします。

新型コロナウイルス感染拡大により、決
算発表で業績見通しを非開示とする企業
が多数あったことなど、小型株式市場の
今後の業績推移は不透明ではありますが、
一方で、在宅勤務や消費、教育、医療、
娯楽などさまざまな社会構造の変化によ
り技術やサービスに恩恵を受ける企業も
多数存在するものと考えております。こ
ういった社会構造の変化は中長期的に続
くものと考えており、そのなかで今後の
成長につながる企業を取材活動などを通
じ、銘柄発掘していきたいと考えており
ます。
日本の小型株市場はいまだ非効率的で、
投資家に十分に認知されていない成長企
業は多く存在すると考えており、こうし
た成長企業への投資を継続する方針です。
今後も企業との直接取材を積極化するな
ど、個別企業の業績動向に焦点をあてた
基本戦略であるボトムアップアプローチ
と通じて、成長企業への投資機会を積極
的に探り、パフォーマンスの獲得を図る
方針です。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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2019年12月11日～2020年６月10日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 79 0.827 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (37) (0.386) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (37) (0.386) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 5) (0.055) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 4  0.047  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) ( 4) (0.047) 

(ｃ)そ の 他 費 用 0  0.001  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) ( 0) (0.001) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 83  0.875  

期中の平均基準価額は、9,550円です。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.65％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（受託会社）
0.11％

その他費用
0.00％

運用管理費用（販売会社）
0.77％

運用管理費用（投信会社）
0.77％総経費率

1.65％

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

○売買及び取引の状況 (2019年12月11日～2020年６月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本株グロース・ファンド・マザーファンド 19,326 21,583 61,441 65,944 

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド 27,592 70,322 9,996 25,285 
日本・小型株・ファンド・マザーファンド 953 5,942 8,112 45,985 

 
 

 
○株式売買比率 (2019年12月11日～2020年６月10日) 

 

項 目 
当 期 

日本株グロース・ファンド・ 
マザーファンド 

日本株バリュー・ファンド・ 
マザーファンド 

日本・小型株・ファンド・ 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 3,953,037千円 4,495,292千円 7,190,637千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 7,075,686千円 7,374,582千円 7,614,318千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.55   0.60   0.94   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年12月11日～2020年６月10日) 

 

＜日本株スタイル・ミックス・ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜日本株グロース・ファンド・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 1,548 30 1.9 2,404 349 14.5 

平均保有割合 4.9%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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＜日本株バリュー・ファンド・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 2,678 283 10.6 1,816 262 14.4 

平均保有割合 4.5%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜日本・小型株・ファンド・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 2,946 759 25.8 4,243 1,053 24.8 

平均保有割合 1.5%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜日本株バリュー・ファンド・マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 95 77 532 

 
 
 

 

＜日本・小型株・ファンド・マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
株式 71 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 385千円 
うち利害関係人への支払額（B） 54千円 

（B）／（A） 14.0％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、三菱ＵＦＪリース、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

  

利害関係人の発行する有価証券等 
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○組入資産の明細 (2020年６月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本株グロース・ファンド・マザーファンド 333,949 291,834 356,621 

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド 119,361 136,957 358,678 

日本・小型株・ファンド・マザーファンド 23,087 15,928 105,241 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2020年６月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本株グロース・ファンド・マザーファンド 356,621 41.2 

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド 358,678 41.4 

日本・小型株・ファンド・マザーファンド 105,241 12.2 

コール・ローン等、その他 45,391 5.2 

投資信託財産総額 865,931 100.0 
 
 
 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年６月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 865,931,596   

 コール・ローン等 44,840,863   

 日本株グロース・ファンド・マザーファンド(評価額) 356,621,974   

 日本株バリュー・ファンド・マザーファンド(評価額) 358,678,478   

 日本・小型株・ファンド・マザーファンド(評価額) 105,241,212   

 未収入金 549,069   

(B) 負債 6,817,036   

 未払信託報酬 6,805,241   

 未払利息 60   

 その他未払費用 11,735   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 859,114,560   

 元本 851,024,706   

 次期繰越損益金 8,089,854   

(D) 受益権総口数 851,024,706口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,095円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 848,248,033円 

期中追加設定元本額 33,075,805円 

期中一部解約元本額 30,299,132円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0095円です。 

○損益の状況 (2019年12月11日～2020年６月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      3,618   

 受取利息 51   

 支払利息 △      3,669   

(B) 有価証券売買損益 △ 28,425,824   

 売買益 26,742,018   

 売買損 △ 55,167,842   

(C) 信託報酬等 △  6,816,976   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 35,246,418   

(E) 前期繰越損益金 △ 27,695,971   

(F) 追加信託差損益金 71,032,243   

 (配当等相当額) (  212,394,400)  

 (売買損益相当額) (△141,362,157)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 8,089,854   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 8,089,854   

 追加信託差損益金 71,032,243   

 (配当等相当額) (  212,432,877)  

 (売買損益相当額) (△141,400,634)  

 分配準備積立金 45,716,750   

 繰越損益金 △108,659,139   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2019年12月11日～ 
2020年６月10日 

費用控除後の配当等収益額 2,260,444円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 212,432,877円 

分配準備積立金額 43,456,306円 

当ファンドの分配対象収益額 258,149,627円 

１万口当たり収益分配対象額 3,033円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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